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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路及び駆動方法

(57)【要約】
【課題】  アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走
査駆動回路及び駆動方法の提供。
【解決手段】  アクティブマトリクス液晶ディスプレイ
の走査駆動回路及び駆動方法において、該液晶ディスプ
レイのパネルに複数の同じ導電型の低温ポリシリコンＭ
ＯＳ装置で組成されたスイッチ回路と複数の制御信号入
力端を形成し、これら制御信号入力端の数量が該液晶デ
ィスプレイの走査線の数量より少なく、該スイッチ回路
がこれら走査線及び制御信号入力端の間にカプリングさ
れ、複数の制御信号が、該パネル外よりこれら制御信号
入力端にカプリングされ、これら制御信号が順序式或い
は往復式のパルス信号とされ、これら制御信号が該スイ
ッチ回路を操縦することにより、これら走査線を駆動す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  アクティブマトリクス液晶ディスプレイ
の走査駆動回路において、該液晶ディスプレイが一つの
パネル上に形成された第１数量の走査線を有し、該走査
駆動回路が、
該パネル上に形成されて該パネル外より複数の制御信号
を入力するのに供される第１数量より少ない第２数量の
制御信号入力端と、該パネル上に形成されて、これら走
査線と制御信号入力端の間にカプリングされた複数のス
イッチ素子とを具え、一組の該制御信号が該複数のスイ
ッチ素子を操縦してこれら走査線を駆動することを特徴
とする、アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査
駆動回路。
【請求項２】  前記複数のスイッチ素子が同じ導電型の
ＭＯＳ装置とされたことを特徴とする、請求項１に記載
のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回
路。
【請求項３】  前記複数のスイッチ素子が低温ポリシリ
コンＭＯＳ装置とされたことを特徴とする、請求項１に
記載のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆
動回路。
【請求項４】  前記複数のスイッチ素子がこれら走査線
と制御信号入力端の間に介装された直列に連接するアナ
ログスイッチ素子を含むことを特徴とする、請求項１に
記載のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆
動回路。
【請求項５】  アクティブマトリクス液晶ディスプレイ
の走査駆動回路において、
一条の走査線と、
パネル外より複数の制御信号を入力する複数条の制御信
号線と、
スイッチ回路とされ、該走査線に連接された出力端と、
該複数条の制御信号線に連接された複数の入力端とを具
え、複数の制御信号により該スイッチ回路が操縦されて
該走査線を駆動する、上記スイッチ回路と、
を具えたことを特徴とする、アクティブマトリクス液晶
ディスプレイの走査駆動回路。
【請求項６】  前記複数のスイッチ回路が同じ導電型の
ＭＯＳ装置とされたことを特徴とする、請求項５に記載
のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回
路。
【請求項７】  前記複数のスイッチ回路が低温ポリシリ
コンＭＯＳ装置とされたことを特徴とする、請求項５に
記載のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆
動回路。
【請求項８】  前記複数のスイッチ回路が、複数のアナ
ログスイッチ素子を含み、該アナログスイッチ素子が走
査線と複数条の制御信号線のうちの一条との間に直列に
連接されたことを特徴とする、請求項５に記載のアクテ
ィブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路。
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【請求項９】  アクティブマトリクス液晶ディスプレイ
の走査駆動回路において、
一条の走査線と、
パネル外より第１制御信号を入力する一条の第１制御信
号線と、
第１伝送回路とされ、該第１制御信号線に連接された信
号入力端と、該走査線に連接された信号出力端と、該第
１伝送回路をオンオフするのに供される少なくとも一つ
の制御信号入力端とを具えた、上記第１伝送回路と、
不選択電圧信号を提供する不選択電圧信号線と、
第２伝送回路とされ、該不選択電圧信号線に連接された
信号入力端と、該走査線に連接された信号出力端と、該
第２伝送回路をオンオフするのに供される少なくとも一
つの制御信号入力端を具えた、上記第２伝送回路と、
Ｚ対の相補の第２制御信号線とされ、それぞれ第１及び
第２伝送回路の制御信号入力端に連接され、該パネル外
よりＺ対の相補の第２制御信号を入力して、該走査線の
第１制御信号線或いは不選択電圧信号線との導通を決定
する、上記Ｚ対の相補の第２制御信号線と、
を具えたことを特徴とする、アクティブマトリクス液晶
ディスプレイの走査駆動回路。
【請求項１０】  前記第１伝送回路及び第２伝送回路が
同じ導電型のＭＯＳ装置で組成されたことを特徴とす
る、請求項９に記載のアクティブマトリクス液晶ディス
プレイの走査駆動回路。
【請求項１１】  前記第１伝送回路及び第２伝送回路が
低温ポリシリコンＭＯＳ装置で組成されたことを特徴と
する、請求項９に記載のアクティブマトリクス液晶ディ
スプレイの走査駆動回路。
【請求項１２】  前記第１伝送回路がその信号入力端と
出力端の間に直列に連接された複数のスイッチ素子を含
み、各スイッチ素子が第２制御信号の制御を受けること
を特徴とする、請求項９に記載のアクティブマトリクス
液晶ディスプレイの走査駆動回路。
【請求項１３】  前記第２伝送回路がその信号入力端と
出力端の間に並列に連接されたＮ個の分岐を有し、各分
岐が第２制御信号の相補信号に対応し制御されることを
特徴とする、請求項９に記載のアクティブマトリクス液
晶ディスプレイの走査駆動回路。
【請求項１４】  アクティブマトリクス液晶ディスプレ
イの走査駆動方法において、該液晶ディスプレイが一つ
のパネル上に製作された第１数量の走査線を有し、該走
査線が該パネル上に形成された複数のスイッチ素子とカ
プリングされ、該パネル外より来る、第１数量より少な
い第２数量の制御信号が、該複数のスイッチ素子にカプ
リングし、これら制御信号が第１から第Ｚ組に分けら
れ、第２から第Ｚ組の制御信号が、相補の信号対を含
み、該複数のスイッチ素子を操縦して第１組の制御信号
がこれにより選択的に該走査線にカプリングし、該方法
は、



(3) 特開２００３－２９７１２

10

20

30

40

50

3
開始信号を提供するステップ、
順に第Ｚ組の制御信号をオンとするステップ、
第Ｚ組の制御信号の各一つの信号のオン期間に、順に第
Ｚ－１組の制御信号をオンとするステップ、
第Ｚ－１組の制御信号の各一つの信号のオン期間に、順
に第Ｚ－２組の制御信号をオンとするステップ、
これより類推し、第２組の制御信号に至るまで、各一つ
の信号のオン期間に、順に第１組の制御信号をオンとす
るステップ、
以上のステップを含むことを特徴とする、アクティブマ
トリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法。
【請求項１５】  アクティブマトリクス液晶ディスプレ
イの走査駆動方法において、該液晶ディスプレイが一つ
のパネル上に製作された第１数量の走査線を有し、該走
査線が該パネル上に形成された複数のスイッチ素子とカ
プリングされ、該パネル外より来る、第１数量より少な
い第２数量の制御信号が、該複数のスイッチ素子にカプ
リングし、これら制御信号が第１から第Ｚ組に分けら
れ、第２から第Ｚ組の制御信号が、相補の信号対を含
み、該複数のスイッチ素子を操縦して第１組の制御信号
がこれにより選択的に該走査線にカプリングし、該方法
は、
開始信号を提供するステップ、
順に第Ｚ組の制御信号をオンとするステップ、
第Ｚ組の制御信号の各一つの信号のオン期間に、順に第
Ｚ－１組から第１組の制御信号をオンとするステップ、
以上のステップを含み、そのうち、任意の隣り合う二つ
の走査線の変換がこれらの制御信号に対していずれもそ
のうちの一つを切り換えることを特徴とする、アクティ
ブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法。
【請求項１６】  前記開始信号の後にある遅延時間を待
つことを特徴とする、請求項１５に記載のアクティブマ
トリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法。
【請求項１７】  第Ｚ組の制御信号完成後に第２遅延時
間を待つステップを含むことを特徴とする、請求項１５
に記載のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は一種の液晶ディスプ
レイに係り、特に、一種のアクティブマトリクス液晶デ
ィスプレイの走査駆動回路及び駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブマトリクス液晶ディスプレイ
は、パネル上に形成されたＴＦＴアレイが外来の行と列
の信号により制御されることにより、画像を表示する。
図１は、アクティブマトリクス液晶ディスプレイの画像
表示システムのブロック図である。そのうち、信号バス
１０１は表示データと同期信号を液晶コントローラ２０
１に送り、校舎は信号バス２０６により表示データと同

4
期信号をデータドライバ２０２に送り、スキャンドライ
バ２０３を駆動するファーストラインマーカー（ＦＬ
Ｍ）２０７と、スキャンドライバ２０３のクロック信号
２０８をスキャンドライバ２０３に送り、液晶交流化信
号２０９を電源回路２０４に送り、データドライバ２０
２がトーン電圧をドレインバス２１０を通して液晶パネ
ル２０５に送り、スキャンドライバ２０３走査線の選択
／不選択信号をゲートバス２１１を通して液晶パネル２
０５に送り、電源回路２０４が発生する電圧中、選択電
圧レベルＶｇｏｎ２１２と不選択電圧レベルＶｇｏｆｆ
２１３をスキャンドライバ２０３に送り、液晶パネル２
０５の対向電極電圧２１４及びデータドライバ２０５の
トーン電圧２１５を液晶パネル２０５に送る。ＴＦＴ液
晶パネル２０５はドレインバス２１０とゲートバス２１
１が交叉してマトリクス状をなし、交叉部分でＴＦＴス
イッチ素子２１６及び画素液晶２１７により画素セルが
構成されている。ＴＦＴ装置２１６のゲートはゲートバ
ス２１１に連接され、ドレインはドレインバス２１０に
連接され、ソース２１８は画素液晶２１７の一側の電極
とされ、画素液晶２１７の対向側電極２１９が対向電極
線２１４に連接されている。
【０００３】液晶コントローラ２０１が信号バス１０１
の伝送した表示データ及び同期信号を変換してＴＦＴ液
晶ディスプレイ駆動用の表示データと液晶駆動信号と
し、信号バス２０６がデータドライバ２０２に表示デー
タと液晶駆動信号を転送し、ＦＬＭ２０７及びクロック
信号２０８がスキャンドライバ２０３に送られ、液晶駆
動信号と液晶交流化信号２０９が電源回路２０４に送ら
れる。データドライバ２０２は順に信号バス２０６の送
る表示データを受け取り、走査線の表示データ取込み完
成時に、一つの走査線の表示データに対応するトーン電
圧に変換し、ドレインバス２１０より出力し、データド
ライバ２０２が各一つの走査線に対してこの動作を重複
する。データドライバ２０２に同期し、ドレインバス２
１０がトーン電圧を液晶パネル２０５に出力し、スキャ
ンドライバ２０３が順に選択電圧をゲートバス２１１に
付加する。選択電圧Ｖｇｏｎがゲートバス２１１に印加
される時、液晶パネル２０５内のＴＦＴ装置２１６が被
選択状態となり、ドレインバス２１０のトーン電圧が画
素液晶２１７に印加され、この液晶２１７に印加される
実際電圧値が液晶のねじれ角を変化させて光透過率を制
御し、これによりトーン表示を実施する。また、ゲート
バス２１１に不選択電圧Ｖｇｏｆｆが印加される時、液
晶パネル２０５内のＴＦＴ装置２１６が非被選択状態と
なり、液晶２１７に印加された電圧を保持する動作を実
施する。このように一つの画面期間を重複することによ
り、全てのＴＦＴ装置２１６の選択を完成する。
【０００４】画像の解析度が画像数量の多寡を決定し、
一条の走査線が一列のＴＦＴ装置のオンとオフを制御す
る。ＴＦＴアレイ中の画素が多くなるほど、必要な走査
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線数量も多くなり、液晶パネルのピン数量もこれにより
多くなり、スキャンドライバの回路を液晶パネルに連接
するのがさらに困難となる。液晶パネルの外接回路減少
に明らかな困難があるほか、現在のドライバ回路はいず
れも直接パネル上に製造されず、このため、回路の整合
と簡素化を達成できなかった。このため新たな技術が開
発され、例えば、低温ポリシリコン（ＬＴＰＳ）工程が
液晶ディスプレイに応用され、それはあまり長所を発揮
できていない。液晶ディスプレイの解析度及び複雑度が
不断に上昇し、これらの問題は日増しに厳重となってい
る。このため、比較的少ない制御信号で液晶ディスプレ
イに十分な数量の走査線を提供できる走査駆動回路及び
駆動方法が求められている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の主要な目的
は、一種のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走
査駆動回路及び駆動方法を提供することにあり、それ
は、多くのスイッチ素子を液晶ディスプレイのパネルに
形成し、多くの走査線及び多くの制御信号入力端の間に
カプリングさせ、これら制御信号入力端の数量をこれら
走査線の数量より少なくし、一組の制御信号を、該パネ
ル外よりこれら制御信号入力端にカプリングさせ、これ
らスイッチ素子を操縦させて、これら走査線を駆動させ
る。これにより、これら走査線を駆動するためにパネル
の必要とするピン数が減少する。
【０００６】以上を受け、本発明のもう一つの目的は、
同じ導電型のＭＯＳ装置を該スイッチ素子に充当して、
回路組成とその工程を簡素化することにある。
【０００７】以上を受け、本発明のさらにもう一つの目
的は、これらスイッチ素子を低温ポリシリコンＭＯＳ装
置で組成し、生産コストと工程困難度を減少することに
ある。
【０００８】以上を受け、本発明のさらにまたもう一つ
の目的は、順序式或いは往復式のクロック信号を該組の
制御信号の駆動波形となすことにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、アク
ティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路にお
いて、該液晶ディスプレイが一つのパネル上に形成され
た第１数量の走査線を有し、該走査駆動回路が、該パネ
ル上に形成されて該パネル外より複数の制御信号を入力
するのに供される第１数量より少ない第２数量の制御信
号入力端と、該パネル上に形成されて、これら走査線と
制御信号入力端の間にカプリングされた複数のスイッチ
素子とを具え、一組の該制御信号が該複数のスイッチ素
子を操縦してこれら走査線を駆動することを特徴とす
る、アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動
回路としている。請求項２の発明は、前記複数のスイッ
チ素子が同じ導電型のＭＯＳ装置とされたことを特徴と
する、請求項１に記載のアクティブマトリクス液晶ディ
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スプレイの走査駆動回路としている。請求項３の発明
は、前記複数のスイッチ素子が低温ポリシリコンＭＯＳ
装置とされたことを特徴とする、請求項１に記載のアク
ティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路とし
ている。請求項４の発明は、前記複数のスイッチ素子が
これら走査線と制御信号入力端の間に介装された直列に
連接するアナログスイッチ素子を含むことを特徴とす
る、請求項１に記載のアクティブマトリクス液晶ディス
プレイの走査駆動回路としている。請求項５の発明は、
アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路
において、一条の走査線と、パネル外より複数の制御信
号を入力する複数条の制御信号線と、スイッチ回路とさ
れ、該走査線に連接された出力端と、該複数条の制御信
号線に連接された複数の入力端とを具え、複数の制御信
号により該スイッチ回路が操縦されて該走査線を駆動す
る、上記スイッチ回路と、を具えたことを特徴とする、
アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路
としている。請求項６の発明は、前記複数のスイッチ回
路が同じ導電型のＭＯＳ装置とされたことを特徴とす
る、請求項５に記載のアクティブマトリクス液晶ディス
プレイの走査駆動回路としている。請求項７の発明は、
前記複数のスイッチ回路が低温ポリシリコンＭＯＳ装置
とされたことを特徴とする、請求項５に記載のアクティ
ブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路としてい
る。請求項８の発明は、前記複数のスイッチ回路が、複
数のアナログスイッチ素子を含み、該アナログスイッチ
素子が走査線と複数条の制御信号線のうちの一条との間
に直列に連接されたことを特徴とする、請求項５に記載
のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回
路としている。請求項９の発明は、アクティブマトリク
ス液晶ディスプレイの走査駆動回路において、一条の走
査線と、パネル外より第１制御信号を入力する一条の第
１制御信号線と、第１伝送回路とされ、該第１制御信号
線に連接された信号入力端と、該走査線に連接された信
号出力端と、該第１伝送回路をオンオフするのに供され
る少なくとも一つの制御信号入力端とを具えた、上記第
１伝送回路と、不選択電圧信号を提供する不選択電圧信
号線と、第２伝送回路とされ、該不選択電圧信号線に連
接された信号入力端と、該走査線に連接された信号出力
端と、該第２伝送回路をオフオフするのに供される少な
くとも一つの制御信号入力端を具えた、上記第２伝送回
路と、Ｚ対の相補の第２制御信号線とされ、それぞれ第
１及び第２伝送回路の制御信号入力端に連接され、該パ
ネル外よりＺ対の相補の第２制御信号を入力して、該走
査線の第１制御信号線或いは不選択電圧信号線との導通
を決定する、上記Ｚ対の相補の第２制御信号線と、を具
えたことを特徴とする、アクティブマトリクス液晶ディ
スプレイの走査駆動回路としている。請求項１０の発明
は、前記第１伝送回路及び第２伝送回路が同じ導電型の
ＭＯＳ装置で組成されたことを特徴とする、請求項９に
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7
記載のアクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆
動回路としている。請求項１１の発明は、前記第１伝送
回路及び第２伝送回路が低温ポリシリコンＭＯＳ装置で
組成されたことを特徴とする、請求項９に記載のアクテ
ィブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路として
いる。請求項１２の発明は、前記第１伝送回路がその信
号入力端と出力端の間に直列に連接された複数のスイッ
チ素子を含み、各スイッチ素子が第２制御信号の制御を
受けることを特徴とする、請求項９に記載のアクティブ
マトリクス液晶ディスプレイの走査駆動回路としてい
る。請求項１３の発明は、前記第２伝送回路がその信号
入力端と出力端の間に並列に連接されたＮ個の分岐を有
し、各分岐が第２制御信号の相補信号に対応し制御され
ることを特徴とする、請求項９に記載のアクティブマト
リクス液晶ディスプレイの走査駆動回路としている。請
求項１４の発明は、アクティブマトリクス液晶ディスプ
レイの走査駆動方法において、該液晶ディスプレイが一
つのパネル上に製作された第１数量の走査線を有し、該
走査線が該パネル上に形成された複数のスイッチ素子と
カプリングされ、該パネル外より来る、第１数量より少
ない第２数量の制御信号が、該複数のスイッチ素子にカ
プリングし、これら制御信号が第１から第Ｚ組に分けら
れ、第２から第Ｚ組の制御信号が、相補の信号対を含
み、該複数のスイッチ素子を操縦して第１組の制御信号
がこれにより選択的に該走査線にカプリングし、該方法
は、  開始信号を提供するステップ、順に第Ｚ組の制御
信号をオンとするステップ、第Ｚ組の制御信号の各一つ
の信号のオン期間に、順に第Ｚ－１組の制御信号をオン
とするステップ、第Ｚ－１組の制御信号の各一つの信号
のオン期間に、順に第Ｚ－２組の制御信号をオンとする
ステップ、これより類推し、第２組の制御信号に至るま
で、各一つの信号のオン期間に、順に第１組の制御信号
をオンとするステップ、以上のステップを含むことを特
徴とする、アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走
査駆動方法としている。請求項１５の発明は、アクティ
ブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法におい
て、該液晶ディスプレイが一つのパネル上に製作された
第１数量の走査線を有し、該走査線が該パネル上に形成
された複数のスイッチ素子とカプリングされ、該パネル
外より来る、第１数量より少ない第２数量の制御信号
が、該複数のスイッチ素子にカプリングし、これら制御
信号が第１から第Ｚ組に分けられ、第２から第Ｚ組の制
御信号が、相補の信号対を含み、該複数のスイッチ素子
を操縦して第１組の制御信号がこれにより選択的に該走
査線にカプリングし、該方法は、  開始信号を提供する
ステップ、順に第Ｚ組の制御信号をオンとするステッ
プ、第Ｚ組の制御信号の各一つの信号のオン期間に、順
に第Ｚ－１組から第１組の制御信号をオンとするステッ
プ、以上のステップを含み、そのうち、任意の隣り合う
二つの走査線の変換がこれらの制御信号に対していずれ
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もそのうちの一つを切り換えることを特徴とする、アク
ティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法とし
ている。請求項１６の発明は、前記開始信号の後にある
遅延時間を待つことを特徴とする、請求項１５に記載の
アクティブマトリクス液晶ディスプレイの走査駆動方法
としている。請求項１７の発明は、第Ｚ組の制御信号完
成後に第２遅延時間を待つステップを含むことを特徴と
する、請求項１５に記載のアクティブマトリクス液晶デ
ィスプレイの走査駆動方法としている。
【００１０】
【発明の実施の形態】図２は、本発明の一つの走査駆動
回路実施例の表示図である。この画像表示システムのデ
ータドライバ２０２とその操作方式は周知の技術と同じ
であるが、本発明は特にこのシステムのスキャンドライ
バとその操作方法に係わる。周知のとおり、この液晶デ
ィスプレイはパネルに製作されたＴＦＴアレイに多条の
操作線がカプリングされ、例えば、図中に示されるよう
に、第１走査線８１０に第１列ＴＦＴ装置のゲート電極
が連接され、また即ち、第１列第１行のＴＦＴ装置９１
１のゲート電極に走査線８１０が連接され、これより類
推されるように、第１列の最後の一行のＴＦＴ装置９１
２のゲート電極が走査線８１０が連接される。同様に、
その他の走査線もまたこのようであり、最後の一条の走
査線８４０では、最後の一列第１行のＴＦＴ装置９４１
から最後の一行のＴＦＴ装置９４２のゲート極が走査線
８４０に連接される。図面を簡素化するため、図中のＴ
ＦＴアレイは僅かに一部のＴＦＴ装置のみ表示するが、
その他の未表示のものもまた同様である。
【００１１】これらの走査線の駆動は、パネル外からの
多数の制御信号により達成される。これらの制御信号が
多くのスイッチ素子を操縦して、走査線のオン或いはオ
フを選択する。図２の実施例にあっては、制御信号は
Ａ、Ｂ、Ｃの三組に分けられ、Ａ組はＡ１、Ａ２からＡ
ｎを包括し、全部でＮ個あり、Ｂ組はＢ１、Ｂ２からＡ
ｍを包括し、全部でＭ個あり、Ｃ組はＣ１、Ｃ２からＣ
ｉを包括し、全部でＩ個ある。並びに、Ｂ及びＣ組の各
一つの制御信号はいずれも一つの相補の信号を有する。
このほか、一つの不選択電圧Ｖｇｏｆｆを提供する。ス
イッチ素子の配置は、各１条の走査線が二つの伝送回路
に連接され、その一つが走査線をオンとする制御信号と
され、もう一つは走査線をオフとする制御信号である。
例えば第１条走査線８１０の右側にあって、直列に連接
されたＭＯＳ装置６１４及び６１５が走査線８１０と制
御信号線Ａ１の間にカプリングし、この二つのスイッチ
素子６１４及び６１５のゲート電極がそれぞれ制御信号
Ｃ１及びＢ１にカプリングされ、Ｂ１及びＣ１が二組の
直列に連接されたアナログスイッチとされ、Ａ１はこの
二つのスイッチを通過する信号とされ、制御信号Ｂ１及
びＣ１がＭＯＳ装置６１５及び６１４をオンとし、制御
信号Ａ１が走査線８１０に伝送され、その電圧レベルが



(6) 特開２００３－２９７１２

10

20

40

50

9
走査線８１０を起動する。走査線８１０のもう一側にあ
って、走査線８１０と不選択電圧Ｖｇｏｆｆの間にもう
一つの伝送回路が形成され、それは二つに分岐し、一つ
は直列に連接するＭＯＳ装置６１１及び６１２とされ、
もう一つはＭＯＳ装置６１３とされ、この三つのスイッ
チ素子６１１、６１２、６１３のゲート電極がそれぞれ
制御信号Ｂ１、Ｃ１及びＣ１にカプリングされる。制御
信号Ｂ１及びＣ１が同時にオンとなる時、右側の伝送回
路（ＭＯＳ装置６１４及び６１５）が制御信号線Ａ１か
ら走査線８１０まで導通し、反対に、制御信号Ｂ１及び
Ｃ１のいずれか一方がオフの時、右側の伝送回路（ＭＯ
Ｓ装置６１４及び６１５）がオフとされ、この時、左側
の伝送回路はＭＯＳ装置６１１及び６１のオン或いはＭ
ＯＳ装置６１３のオンにより、不選択電圧Ｖｇｏｆｆか
ら走査線８１０まで導通し、これにより第１列のＴＦＴ
装置は選択されない。その他の走査線もま同じ状況であ
り、ただ割り当てられる制御信号が異なるだけである。
【００１２】周知の液晶パネルと明らかに対照するた
め、図２中にあって、ＴＦＴアレイは点線の方形枠（符
号９００）で表示されるが、このアレイの両側のＭＯＳ
装置と該アレイは共にパネル上に製作されあて、これは
周知の技術とは異なる。図１の示される周知の装置は、
液晶パネル２０５が走査駆動回路を含まず、全ての走査
駆動回路が皆パネル２０５以外のスキャンドライバ２０
３のなかに製作されている。
【００１３】図２の実施例中にあって、一つの完全なス
キャンドライバが、走査パルス駆動回路（ｓｃａｎ  ｐ
ｕｌｓｅ  ｄｒｉｖｉｎｇ  ｃｉｒｃｕｉｔ）スキャン*
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*パルスドライビング回路及び走査駆動回路（ｓｃａｎ  
ｄｒｉｖｉｎｇ  ｃｉｒｃｕｉｔ）の２つの部分に分け
られ、前者は、スキャンドライバ中よりアナログスイッ
チ以外の回路、例えばシフトレジスタ及びレベルシフタ
を集積回路装置により実現し、制御信号、例えば前述の
Ａ、Ｂ、Ｃ制御信号を発生するのに用いられ、校舎は直
接ＭＯＳ装置を以てパネル上に製作され、これらＭＯＳ
装置はいずれも同じ導電型とされ、即ち同じｐＭＯＳ装
置或いはｎＭＯＳ装置とされ、低温ポリシリコン液晶デ
ィスプレイにあって応用される時、これらＭＯＳ装置が
相容の工程を使用してＴＦＴアレイ製作時に併せて形成
される。
【００１４】この実施例にあって、Ａ組の制御信号はＮ
個あり、Ｂ組の制御信号はＭ個あり、Ｃ組の制御信号は
Ｉ個あり、これにより、駆動される走査線数量は最多で
Ｉ×Ｍ×Ｎ条とされる。これら制御信号を液晶パネルに
入力するのに必要な入力端数量は、Ａ組の制御信号でＮ
個、Ｂ組及びＣ組の制御信号は相補信号を有するため、
それぞれ２×Ｍ個及び２×Ｉ個とされ、制御信号の総入
力端は２×（Ｉ＋Ｍ）＋Ｎ個とされる。もし液晶パネル
上に直接相補信号発生回路、例えばインバータを形成す
るとき、即ち全ての相補制御信号がいずれもパネル上に
あって直接発生する。これにより、制御信号の総入力端
がさらに減少してＩ＋Ｍ＋Ｎ個とされる。明らかに連接
回路の簡素化の程度を表示するため、ここで異なる数量
のＡ、Ｂ及びＣ制御信号をサポートする各種解析度の走
査線数量を以下のように表に示した。
【表１】

あきらかに、周知の走査駆動回路を使用すると、そのピ
ン数と走査線の数量は同じであるが、本発明の走査駆動
回路を使用すると、ピン数は大幅に下がり、並びにこの
効果は解析度が高いとますます明らかとなる。
【００１５】本発明のもう一つの観点によると、走査線
の制御信号をアドレスのスイッチ操作信号と見なし、図
２に示されるように、Ｂ及びＣ制御信号をスイッチ素子
の制御入力端、即ち、ＭＯＳ装置のゲート電極にカプリ
ングし、これにより、Ｂ及びＣを二組の直列に連接する
アナログスイッチと見なすことができ、Ａはこの二つの
スイッチを通過する信号で、Ｂ及びＣがオンの時、Ａの
電圧レベルにより走査線をオンとし、オフはＢとＣを通
過するか或いはＣのＶｇｏｆｆにより達成する。ＴＦＴ
アレイの右側のＣ１とＢ１が制御するＭＯＳ装置６１４
及び６１５がオンとされる時、第１からＮ条の走査線が
選択され、それぞれ外来の制御信号Ａ１からＡｎに連接

される。この時、Ａ１制御信号線上の電圧はプルアップ
されＴＦＴ装置の起動電位とされ、Ａ２からＡｎオフの
電位とされる。即ち第１条の走査線８１０上のＴＦＴ装
置９１１から９１２がオンとされ、このように、逐次に
Ａ組の制御信号が変換されて、第２からＮ条の走査線上
のＴＦＴ装置が順にオンとされる。Ａｎがオフ戸された
のち、Ｂ１もまたこれによりオフとなり、続いてＢ２が
オンとされ、続くＮ条の走査線（即ちＮから２Ｎ条の走
査線）が選択され、Ａ１からＡｎもまた再度先の操作を
延長継続する。このとき、先にＢ１及びＣ１が選択した
前のＮ条の操作線が、左側のスイッチＣ１及びＢ１がオ
ンとされたことにより不選択電圧Ｖｇｏｆｆにカプリン
グされ、即ち、このＮ条の操作線が選択されない状態と
される。これより類推し、Ｂ１が逐次切り換えられてＢ
ｍに至った後、Ｃ１がオフとされ、Ｃ２がオンとされ、
さらに前述のＡとＢの操作が続けられる。これにより各
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ＣがＭ個数のＢにアドレッシングし、各ＢがＮ個のＡに
アドレッシングし、ＣはＩ個あり、ゆえに、全ての走査
線がＩ×Ｍ×Ｎ条ある。
【００１６】図３は一つのＱＶＧＡ２４０条走査線の実
施例中にあって、一つの画面の完全な駆動信号の波形及
びタイミングを示す。図中、Ｃ１からＣ４、Ｂ１からＢ
５、及びＡ１からＡ１２はパネル外からの制御信号を示
し、Ａ１からＡ１２中、各一つのパルス幅は１条の走査
線時間を示す。図中に示されるように、Ｃ１からＣ４は
順にオンとされ、各Ｃのオンの期間、Ｂ１からＢ５は順
にオンとされ、各Ｂのオンの期間にあって、Ａ１からＡ
１２が順にオンとされる。この駆動方法は各組の制御信
号を逐次順にオンとする。
【００１７】もう一つの駆動方法の実施例は図４に示さ
れるとおりであり、そのうち、Ｃ制御信号もまた順にオ
ンとされるが、隣接するＣオン期間にあって、Ｂ１から
Ｂ５は前に一つのＣ周期と反対の順序でオンとされ、こ
れにより一つの画面の時間内にあって、Ｂ１からＢ５が
往復式の駆動波形を形成する。同様に、隣接するＢオン
期間にあって、Ａ１からＡ１２もまた前の一つのＢ周期
と反対の順序でオンとされ、一つの画面時間内に往復式
の駆動波形を形成する。この駆動方法の特徴は以下のと
おりである。任意の隣接する二条の走査線の変換が、
Ａ、Ｂ及びＣ制御信号に対して、ただそのなかの一つの
切り換えを有し、即ち、Ａ切り換え時に、その他の制御
信号Ｂ及びＣはいずれも切り換えられず、Ｂ或いはＣ切
り換えられる時も同じである。並びに、起動信号Ｖｓ終
了の後、遅延時間ＴＶＬを待って始めて制御信号オンが
開始され、一つの画面の駆動波形を完成した後、次の一
つの画面の起動信号終了の前に、遅延時間ＴＶＲ待機す
る。
【００１８】
【発明の効果】本発明は、一種のアクティブマトリクス
液晶ディスプレイの走査駆動回路及び駆動方法を提供
し、それは、多くのスイッチ素子を液晶ディスプレイの
パネルに形成し、多くの走査線及び多くの制御信号入力
端の間にカプリングさせ、これら制御信号入力端の数量
をこれら走査線の数量より少なくし、一組の制御信号
を、該パネル外よりこれら制御信号入力端にカプリング
させ、これらスイッチ素子を操縦させて、これら走査線
を駆動させる。これにより、これら走査線を駆動するた
めにパネルの必要とするピン数が減少する。
【００１９】以上を受け、本発明は、同じ導電型のＭＯ
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Ｓ装置を該スイッチ素子に充当して、回路組成とその工
程を簡素化している。
【００２０】以上を受け、本発明のさらに、これらスイ
ッチ素子を低温ポリシリコンＭＯＳ装置で組成し、生産
コストと工程困難度を減少している。
【００２１】以上を受け、本発明はまた、順序式或いは
往復式のクロック信号を該組の制御信号の駆動波形とな
している。
【図面の簡単な説明】
【図１】伝統的な液晶ディスプレイの画像表示システム
ブロック図である。
【図２】本発明の一つの走査駆動回路実施例の表示図で
ある。
【図３】図２の回路の使用する制御信号実施例の波形図
である。
【図４】図２の回路の使用するもう一つの制御信号実施
例の波形図である。
【符号の説明】
１０１  信号バス
２０１  液晶コントローラ
２０２  データドライバ
２０３  スキャンドライバ
２０４  電源回路
２０５  パネル
２０６  信号バス
２０７  ファーストラインマーカー
２０８  クロック信号
２０９  液晶交流化信号
２１０  ドレインバス
２１１  ゲートバス
２１２  選択電圧Ｖｇｏｎ
２１３  不選択電圧Ｖｇｏｆｆ
２１４  対向電極電圧線
２１５  トーン電圧
２１６  ＴＦＴ装置
２１７  画素液晶
２１８  ソース
２１９  対向電極
７００  不選択電圧Ｖｇｏｆｆ
８１０－８４０  走査線
９００  ＴＦＴアレイ
９１１－９４２  ＭＯＳ装置
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